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平
成
二
十
六
年
九
月
十
六
日 

 

編
集 

逗
子
市
環
境
都
市
部
ま
ち
づ
く
り
課 

 

協
力 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
逗
子
の
文
化
を
つ
な
ぎ
広
め
深
め
る
会 

 

募
集 

逗
子
の
景
観
ス
ケ
ッ
チ
や
六
百
字
以
内
の
景
観
に 

関
す
る
コ
ラ
ム
等
を
募
集
し
て
い
ま
す
。 

 
 

 

「国道 134 号とロードバイク」  絵 赤木 祐子 

市
内
の
ポ
イ
ン
ト
を
紹
介
し
て
き
ま
し
た
。
亀
岡
八
幡

宮
を
起
点
に
、
各
自
い
く
つ
か
の
ポ
イ
ン
ト
を
自
転
車

で
め
ざ
し
、
ま
ち
の
景
色
を
楽
し
み
、
そ
の
場
所
に
触

れ
て
帰
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
今
ま
で
に
、
披
露
山
公
園
、

逗
子
マ
リ
ー
ナ
、
和
賀
江
島
、
久
木
大
池
、
郷
土
資
料

館
、
旧
脇
村
邸
、
六
代
御
前
の
墓
、
五
霊
神
社
、
岩
殿

寺
、
法
勝
寺
な
ど
の
魅
力
的
な
場
所
、
市
内
に
散
在
す

る
石
碑
や
彫
像
な
ど
を
ク
イ
ズ
の
ポ
イ
ン
ト
に
し
ま
し

た
。
参
加
者
か
ら
は
「
逗
子
に
住
ん
で
長
い
け
れ
ど
初

め
て
行
っ
た
」「
行
っ
た
こ
と
は
あ
っ
た
け
れ
ど
知
ら
な

か
っ
た
」
な
ど
の
声
が
あ
り
、
新
し
い
逗
子
を
発
見
す

る
楽
し
み
方
を
提
案
で
き
て
い
る
実
感
が
あ
り
ま
す
。 

 

自
転
車
と
い
う
移
動
手
段
は
、
歩
く
と
遠
い
場
所
に

も
ガ
ソ
リ
ン
を
使
わ
ず
に
行
く
こ
と
が
で
き
、
ま
ち
の

中
の
草
花
や
新
し
く
で
き
た
店
が
目
に
入
り
、
気
に
な

れ
ば
自
由
に
停
ま
っ
て
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
自
動

車
と
違
っ
て
ま
ち
の
音
を
聞
く
こ
と
も
で
き
ま
す
。
海

岸
沿
い
な
ら
波
の
音
、
川
沿
い
な
ら
せ
せ
ら
ぎ
の
音
、

夏
の
蝉
の
声
や
秋
の
虫
の
音
。
こ
う
し
た
音
も
、
逗
子

の
景
観
の
一
部
だ
と
思
い
ま
す
。 

 

逗
子
は
ち
ょ
う
ど
よ
い
距
離
感
と
サ
イ
ズ
感
で
、
自

転
車
か
ら
の
景
色
が
楽
し
め
ま
す
。
自
転
車
で
ま
ち
の

景
観
を
楽
し
み
、
自
転
車
が
ま
ち
の
景
観
に
な
る
―
― 

 

「
自
転
車
で
巡
る
逗
子
」 

 

「
ツ
ー
ル
・
ド
・
逗
子
」
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
に

関
わ
っ
て
６
年
に
な
り
ま
す
。「
知
ら
な
い
逗
子
を

発
見
！
」
と
い
う
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
を
付
け
て
、 

そ
ん
な
逗
子
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
、
今
後
も
「
ツ
ー

ル
・
ド
・
逗
子
」
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

ま
た
今
月
16
日
～
23
日
「
カ
ー
フ
リ
ー
デ
ー
」
と
い

う
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
し
ま
す
。
い
つ
も
は
自
動
車
で
通
っ

て
い
る
道
も
、
自
転
車
や
徒
歩
で
巡
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？ 
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「
東
郷
通
り
沿
い
の
カ
フ
ェ
」 
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守
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◇◇今今回回はは街街中中にに貼貼らられれるるポポススタターーとと景景観観条条例例ににつついいててでですす◇◇  

亀岡八幡宮や逗子文化プラザホールなどイベントをおこなう場合、主催者はなるべくたくさんの来場者

を呼びたいためにポスターを作成、掲示します。 

そのように町中にポスターを掲示する場合、「逗子市景観条例」という条例があって、色や掲示方法など

に注意点があることをご存知ですか？ 

もともと昭和４３年石川県金沢市が制定した「伝統環境保存条例」（現:「金沢市における伝統環境の保

存及び美しい景観の形成に関する条例」）が最初とされています。しかし、平成 17 年まで法律の委任に基

づかない自主条例だったため強制力がありませんでした。景観法が平成17 年６月１日に全面施行されて

以降、地方公共団体は条例で景観問題に対して大きな役割を果たすことが可能になりました。 

逗子市でも「逗子らしい美しいまちを育てる」ために平成１８年４月、定められました。  

特に逗子駅周辺地区は、逗子の顔となるべき拠点地区として、良好な景観形成を特に進める重点地区に

指定されています。「景観目標」の中に「山の緑と海に囲まれた自然を感じる街にしましょう！」という項

目があり、「建物の外壁や工作物等は、山の緑と調和しない派手な色彩等の使用は控え、自然素材の活用に

努めましょう！」と定めてあります。色彩についての詳細な数値、掲示期間や窓面占有率などが指定され

ています。 

街中のポスター掲示が駅前の景観について考えるきっかけになるかと思います。「まちづくり課」へご意

見ご感想などお寄せ下さい。 

記 瓦版編集担当 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 
※逗子駅周辺地区における屋外広告物の色彩ガイドライン  

逗子駅周辺地区内では広告物の下地の色彩を一律平等に制限して、自然に囲まれた逗子の環境と調和する落
ち着いた街並み形成を進めています。具体的には、以下の仕様による広告物設置を推奨しています。 

 

瓦版の編集担当は 逗子市環境都市部まちづくり課♪ 

電話：046-873-1111  FAX：046-873-4520  

Mail：machi@city.zushi.kanagawa.jp 
 
 

 

☆瓦版のバックナンバーは逗子市ホームページまたはフェイスブックからも 

閲覧できます。また、逗子市庁舎一階、まちづくり課窓口、市民交流センターに 

配架しています。他のナンバーも是非ご覧ください。 

 

逗子の景観まちづくり 検索 

クリック！ 

瓦版に掲載する 

逗子の景観コラム、 

イラスト募集中！！ 

 

一一軒軒のの建建物物かからら広広ががるるみみどどりりゆゆたたかかなな街街””杉杉並並区区をを視視察察ししままししたた  

東京都杉並区では、みどりの条例に基づき、建築をするときは全件において一定の割合以上

の緑化が必要です。逗子市では一定規模以上の面積の開発や建築については緑化を求めていま

すが、通常の一軒一軒の宅地内における緑の創出は各戸の工夫に頼るほかありません。そこで、

杉並区による一軒の建物から広がるみどりづくりを視察してきました。 

実際に街を見て回ったところ、狭いスペースでは葉張りの狭い樹木を選んで植えたり、 

駐車場の床面を緑化ブロックにしたり様々な工夫をしながら緑化されている家々がたくさんありました。 

みどりのベルトづくりという試みでは、共通の木製プランターを置いている地区もあり、意識の高さが街

並みに表れていると感じました。そういった商店街や住宅街の街並みは、一軒一軒が緑でつながっているこ

とでとても和やかな印象でした。 

逗子の良い所は…？と聞くと、多くの方から「自然が豊かなところ」と返ってきます。山など自然環境に

は恵まれた逗子ですが、杉並区のような一軒から広がるみどり創出のアイディアを参考にして、まちなかで

の緑も豊かだねと評判になるようなまちなみづくりを考えていきたいと思います。 

【反転表現(切り文字)】 
配色を反転すると、イメージを保ちな
がら、周囲との対比を和らげることが
できます。切り文字もこのタイプです。 

【中彩度色を生かした表現】 
派手な高彩度色でなく、同色相の中
彩度色を地色にすると深みのある
落ち着いた印象になります。 

【素材や質感を生かした表現】 
色による表面的な装飾でなく、木材
やガラスなどの素材を生かすと高
級感のある表現になります。 

mailto:machi@city.zushi.kanagawa.jp
mailto:https://www.facebook.com/zushiscape

